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2.新 領 域 開拓 の キ ー ワー ドと関 連 ミ ッシ ョン
大 気 質 、大 気 圏 、 生 物 圏
ミ ッシ ョン1:環 境 計 測 ・地 球 再 生
3.研 究 概 要
地 球 の 気 候 変 動 を正 し く理 解 ・予 測 す るた め に は大 気 圏 と生 物 圏 の複 雑 な相 互 作
用 を解 明す る必 要 が あ る。 生 物 圏 か ら年 間 数 百Tgと い う膨 大 な 量 が 放 出 され て い
るテ ル ペ ンは 、そ の反 応 性 の 高 さか ら容 易 に大 気 エ ア ロ ゾル を生 成 し、ま た大 気 の
HO。濃 度 に重 要 な影 響 を与 え てい る。 しか し、そ の大 気 で の 消 失 過 程 に は未 知 の フ
ァ ク タ ー が 多 い 。近 年 、フ ィ ール ド観 測 に よ っ て相 当 量 の テル ペ ンが 植 物 表 面 に 乾
性 沈 着 して い る可 能 性 が示 唆 され て い る。 この場 合 、現 在 見積 も られ て い るテ ル ペ
ン の放 出 量 は過 大評 価 され て い る こ とに な る。筆 者 は新 規 気 液 界 面 反 応 測 定 装 置 を
用 い て 、気 体 のα一ピネ ン 、β一ピネ ン 、 リモ ネ ン が どの よ うに酸 性 表 面 に 吸着 ・変 質
す る か を調 べ た。そ の結 果 、これ らのテ ル ペ ンはpH4以 下 の水 の 表 面 に吸 着 し、気
液 界 面 で オ リゴマ ー 化 す る こ とが 明 らか にな った 。pH4以下 の 弱 酸 性 表 面 は実 際 の
森 林 に存 在 して お り、こ の反 応 が気 体 テ ル ペ ン の未 知 の シ ン クに な って い る可 能 性
が あ る。本 研 究 で 得 られ た取 り込 み係 数 か ら推 測 され る実 際 の森 林 大 気 にお け る影
響 度 を評 価 した。
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